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論文内容の要旨
食物繊維は.灘消化性多糖類とも呼ばれ，消化管内を消化吸収されずに移行する。消化管の粘膜表層に
は栄養素を消化吸収する機構・異物を識別する機構などが組織学的に巧妙に構築されている。経口的に摂
取された食物中の成分は消化管の粘膜表層にまず辰初に接触する。よって，消化管内に食物繊維が存在す
ることにより.消化管粘膜表層はさまざまな影響を受けるものと推察される。
本研究の目的は，食物繊維の種類によって変化する消化管粘膜表層の微細形態を観察することである。
本研究は5章より構成されている。第 l章で・は本研究の意義について論述した。第2章では，消化管に
対する食物繊維の影響について.第3章ではカードランが消化管粘膜表層に及ぼす影響について.第4章
では消化管におよぼすグアーガム分解物の影響について.走査型電下顕微鏡を用いてラットの消化管の粘
膜表層を観察したω その結県.消化管粘膜表層の微細形態を正常に整えるためには食物繊維が不』可欠であ
ることが示唆された3 不溶性のカードラン(月一1.3グルカン)や水溶性のグアーガム分解物を食物繊維源
とした場合，糞重量は減少し消化管通過時間は延長したc また，ラットの盲腸組織は肥大していること
が観察され，盲腸および盲腸内容物竜星が増加していることが認められた。消化管粘膜表層の走査別電子
顕微鏡像は，回腸および盲腸での変化が著しし微織もの頂上部を内容物が覆って徴繊毛が外側へとび出
そうとしている像や.徴械もの頭部がJiいに付着して固まり，倒れている像が観察された。また，腸内容
物の性状が変化する二とが示され，この性状の変化によって粘膜表層に対する刺激が増加し細胞増殖を
促すとともに粘膜表層の微細形態にも影響をおよぼすものと推察される。
以上の掠に.消化管粘膜表層の微細形態を整えるためには食物繊維が不可欠であることが示唆されたが，
食物繊維の種頼や摂食道によってその影響が異なり，この消化管粘膜萄起の形態変化を引き起こす要因の
一つに腸内環境の変化が挙げられる。食物繊維は小腸で消化されずに食物残誼が大腸(百腸や結腸)へと
達し，そこで腸内細南により発醇をうける。食物残謹が腸内細菌により発酵をうけると婿鎖脂肪酸などの
代謝;q~物が牛ーじる。この発酵の科.度の違いによって腸内零物の物性は異なってくるつまた，食物繊維自体
の物理的特件ーによっても腸内容物全体の物性は異なり，この物性が消化管粘膜表層の微細形態に影響を与
えている可能性もある。そこで第5章では.食物繊維の消化管粘膜表層の形態変化を引き起こす要凶を考
察するため.無鎖脂肪酸や腸内脊物の物性を測定した。胃腸内容物中の煩鎖脂肪椴量は，カードランを投
与した群でプロピオン俄.n-酪般が宵忌;に高い値を示した。グアーガム分解物投与君lでは，ブ、ロピオン酸
が有意に高い値を不した。このことからカードランやグアーガム分解物が腸内細菌によって発酔をうけ，
脱内環境に変化をもたらしていることが明らかになった。また，盲腸内容物の枯性を測定したところ，カ
一ドラン食群およびグア一ガム分解物投与群で角
ると腸内容物の粘粘.↑件牛が高くらι;るので'粘膜表層が刺激され，細胞増鎚が促されて粘膜表層の微細形態に変
， 、
?
??
化が生じたものと推察された。
本研究は，消化管粘膜表層の徴納形態を観察することによって.食物繊維が消化嘗粘膜に適度な刺激を
与えること，それは食物繊維の種類によって異なること.また摂取量に影響されることを明らかにした。
論文審査の結果の要旨
高輔社会の到来とともに，晩年をすこやかに生きるための諸条件を求めることが現代社会の課題になっ
ている。健康の維持増進には食生活が何よりも大きく影響をおよぼしていることはいうまでもない。裁が
国においては近年，食生活が著しく変化したことによって，生活肖慣病(糖尿病，動脈硬化症，大腸癌な
ど)が増加している。これらの発症にはいずれも遺伝的困子に加えて環境困子が関与しているが，なかで-
も大腸癌の発症が際立つて急増している。大腸癌発症の要因として，食事中に脂肪の多いこと，食物繊維
の少ないことがあげられているc 国際的にみれば日本人の食事組成は良好であるとされているが，栄養学
的見地からみて脂質の棋取量は上限を少し超えており，一方，食物繊維の接取量が年々減少している点が
問題である。
本研究は，食物繊維の種績によって変化する消化管粘膜表層の微細形態を観察することを目的としてい
る。
本研究は 5章より構成されているc第1章では本研究の忘義について論述した。第2章では，消化管に
対する食物繊維の影響について.第3章ではカードラン (β-1.3グルカン〉が消化管粘膜表層に及ぼす影
響について，第4意では消化管におよぼすグアーガム分解物の影響ーについて，走査型電子顕微鏡を用いて
ラットの消化管の粘膜表層を観察した。その結束，消化管粘膜表層の微細形態を正常に整えるためには食
物繊維が不可欠であることが示唆された。また，食物繊維の種類や摂食電によって消化管粘膜表層の微細
形態や腸内容物の性状に対する影響が異なることがボされた。この消化管粘膜表層の形態変化を引き起こ
す要閃の一つに腸内環境の変化が挙げられる。食物繊維は小腸で消化されずに食物残澄が大腸(盲腸や結
腸)へと達しそこで腸内細蘭により発静をうける。食物残濯が腸内細菌により発酵をうけると短鎖脂肪
酸などの代謝産物が生じこの発酔の程度の違いによって腸内容物の物性は巽なる。また，食物繊維自体
の物理的特性によっても腸内容物全体の物性はー異なり，この物性が消化管粘膜表層の微細形態に影響を与
えている可能性もある。そこで第5章では，食物繊維の消化管粘膜表層の形態変化を引き起こす要因を考
察するため，短鎖脂肪酸や腸内容物の物性を測定した。盲腸内谷物中の総短鎖脂肪酸量は，カードランお
よびグアーガム分解物を投ラーするセルロース食群に比べて有意に高い航を示した。このことからカードラ
ンやグアーガム分解物が腸内細菌によって発酵をうけ，腸内環境に変化をもたらしていることが明らかに
なった。また，胃腸内容物の粘性を測定したところ，カードラン食群およびグアーガム分解物投与群で有
意に高値を示した。カードランやグアーガム分解物を投与すると腸内容物の粘性が高くなるので.粘膜表
層が刺激され，細胞増殖が促されて粘膜表層の微細形態に変化が生じたものと推察された。
み研究は，消化管粘膜表層の微細形態を観察した結果に基づいて，食物繊維が消化菅粘膜に適度な刺激
を与えること，それは食物繊維の種類によって異なること.また摂取電に影響されることを明らかにし
食事組成の最適な比率を求めるための基礎資料を提供している。したがって，本論文の著者は博士(学術)
の学位を授与されるに値するものと認定された。
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